
 

 

        『豊かな教育を考える会』シンポジウム 
～目の前の子どもがすこやかに育つために 

今わたしたちができること～ 

 

１ 日 時 2024年11月10日(日) 

 13：00～15：30 

２ 会 場 横浜国立大学 

 常盤台キャンパス 

３ シンポジスト 

 横田 宗一郎 

元厚木市立南毛利小学校長 

 谷川 知栄子 

横浜市立日枝小学校主幹教諭 

 新田 渉世 

川崎新田ボクシングジム会長 

 原田 悠妃 

横浜国立大学教育学部 ４年 

 庄子 甲子（コーディネーター） 

友松会研修部長 

４ 内 容 

 私たちは、常に「すこやかな子ども」が育つ

ように心から願っている。しかし、現実的には、

学校での長時間労働や子どもたち・保護者への

個別対応の複雑化など、学校教育が抱える課題

の解決が見通せていない。これまでに目の前の

子どもたちと関わった様々な場面で、子どもた

ちから教えられたり学んだりした経験を通して、

自己の人間的な成長や喜びを振り返り、教職の

魅力や豊かさを共有する機会にしていきたい。 

現代社会の様々な課題（例：子どもの不登校、

発達にかたよりのある子どもとの関わり、子ど

もの学力格差等）を踏まえ、子どもの成長に関

わる教員をはじめ、すべての人が子どもと向き

合い共に成長していくという姿勢を見せること

がいかに子どもたちにとって大切なことなのか

を考えていくことが必要と思われる。そこで

「目の前の子どもがすこやかに育つために 今

わたしたちができること」をテーマとして設定

した。目の前の子どもがすこやかに育っている

具体的な実践や課題を聞き、自分事として子ど

もとの関わりを一緒に考えたり自分の経験を話

したりすることにより、私たち（自分）が今で

きることを考えることを通して「豊かな教育を

考える」ことにつなげていきたい。 

 次第 

開会のことば（小池 弘子 副会長） 

友松会会長あいさつ（小島 勝 氏） 

日頃より友松会に対して

ご支援やご協力をいただき

心より感謝申し上げます。 

 本日、教文ホールの前に

皆さんや大学の後援会のご

支援で、『みはるかす』の

歌碑が落成しました。その

歌詞に♪みはるかす青海原

に…緑濃き丘に登りて♪とあります。学生の皆

さんは、どこの丘、どこの海を見ているのかご

存じですか。私は清水ヶ丘世代でしたので、清

水ヶ丘から見える、本牧や根岸の東京湾と思っ

ていました。３年前プラウド卒業生で表彰され

た作詞者の鶴若さんと作曲者の大根田さんのお

二人から、当時通われていた学芸学部(現在の

附属横浜小)は立野にあり、丘とは立野の丘、

海は立野から見た海だと、その時初めてお聞き

しました。 

 さて、本日の会ですが、２年間にわたり研修

部が中心となり計画、準備しました。先ほどご

覧いただいたスライドも150周年を記念して大

変苦労して作ったようです。皆さんで教育学部

150年の歴史をたどっていただけたならと思い

ます。 

 最後に、この「豊かな教育を考える会」を友

松会としても、もっと皆様にとって「ああ、来

年も来たいな、友達を誘ってみたいな」と思っ

ていただけるようなテーマ、内容にしたいと思

いますので、『是非、こんな内容で』などご要

望がありましたらお寄せください。 

教育学部副学部長あいさつ（軍司 敦子 氏） 

本校教育学部の指導方針の根底には、理論と

実践の補完ということがあります。勿論、実践

というのは、学校に行って児童生徒とふれあう

ことですが、そればかりではなく児童生徒を支

える先生方・地域・保護者の皆さんなど様々な
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方々とのつながりを通じて

今直面している現代的な教

育課題を解決していこうと

する力をつけることも実践

として重要な役割をもって

います。そうした意味では

本日の会のように様々なお

立場の方が一堂に会し、い

ろいろな意見を述べ合うことは大変貴重な機会

と捉えています。 

学校現場で活躍されている先生方、地域で支

えてくださる皆様方には、これから教職を目指

す学生たちが抱えている不安を少しでも軽減し

ていただいたり、教職への志を強めていただい

たりできるようご支援をお願いいたします。ま

た、学生の皆さんは、この機会を活用し、将来

的には教員として「人の豊かな暮らし」を支え

られるような人になってほしいと思います。 

さらに、この会が終了しましても、皆様には

その実績を生かし、大学にも立ち寄っていただ

き、後進を励ましてもらいたいと思います。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

（以後敬称略） 

庄子：この豊かな教育を考える会は、その時

々の教育の課題を取り上げ、会員相互の意見交

換を図りながら自分なりの解決の糸口を見つけ、

行動化を進めてきました。 

 今回は、現代社会の様々な課題を踏まえ、誰

もが願う「目の前の子どもがすこやかに育

つために、今わたしたちができること」を

テーマに進めていこうと考えています。 

 シンポジストの皆様に、その経験から「すこ

やかに育つ」事例や考え・課題を伺い、そこか

ら私たちが自分事として子どもとの関わりを見

つめ直し、今できることを見つけていきたいと

思います。 

 まず横田さん、現役時代を振り返り、改めて

感じることをお聞かせください。 

横田：令和２年に定年退職し、改めて感じて

いることは「学校は楽しいところだ」というこ

とです。 

子ども一人ひとりの成長の瞬間に立ち会える

という、子どもたちがどんな未来を創造してく

れるのかなということに思いを馳せると毎日が

刺激的だなと思っています。 

 学校は本当に素晴らしいところだと思ってい

ますので、今日はそのことをお伝えできればと

思います。 

庄子：現役教師の谷川さん、今何をされ、何

を大切にされているかをお聞かせください。 

谷川：今一番大切にしていることは、個性的

で自由でまだまだ自分中心の子どもたちですが、

自分たちの思いを出し合って、お互いに認め合

ったり他者を受け入れたり、自分の成長を感じ

たりすることができるクラスづくりを目指して

います。 

 そのために、子どもたちが面白いと思える授

業を展開するにはどうしたらいいのかいつも悩

んでいます。また、一人ひとりが何を考えて、

授業でどう生かしてあげたらいいか、自己肯定

感をどうもたせたらいいかを考えています。 

 子どもたちが輝くことを目指して日々取り組

んでいます。 

庄子：第32代東洋太平洋バンタム級チャンピ

オンになられた経験をお持ちになり、多摩支部

長、そして地域に密着しながらボクシングを通

した人間教育を実践されている新田さん、その

思いをお聞かせください。 

新田：引退した後、自らボクシングジムを開

設し、地域の子どもたちがボクシングを通じて

成長して欲しいという思いで、「ボクシングを

通じての人間教育」を理念に掲げて活動してい

ます。チャンピオン育成もそうですが、ボクシ

ングを通じて人を育てることが大切だと思って

います。 

庄子：現役学生の原田さん、現在どのような

学生生活を送られていますか。 

原田：来年４月から教員になる予定です。よ

ろしくお願いします。 

 ゼミは理科教育、学校ボランティアで２校に

行っています。あとは、サークル活動、バイト

といった生活を送っています。 

庄子：原田さん、学校ボランティアや教育実

習などを体験して、子どもがすこやかに育って

いると感じた場面を聞かせてください。 

原田：学校ボランティアや教育実習での子ど

もの様子を紹介します。 



運動会で、集中力が続かないとか、人との関

わりの中で苦手意識を感じているのかなという

児童が、みんなでやれば乗り越えられるという

体験によってすこやかに育っていることを感じ

ました。 

また、図工でボンドやのりを使う学習で、ち

ょっとしたことから活動に取り組めなくなって

しまった児童に対して、インクルーシブ教育で

言われていますが、その時に周りの児童が優し

く「がんばってるじゃん」とポジティブな言葉

かけをしていました。これは教えられてできる

ことではなく、育ちを感じました。 

小学校２年生の国語スピーチの授業では、話

し手の話もとても大事だと思いますが、聞き手

の態度もよく、頷いたりして話し手が話したく

なるような態度でした。先生に授業の後でお話

を聞いたら、子どもたちがここまでできると思

わなかったと言っていたので、雰囲気づくりは

先生だけが行うものではなくて、先生自身も育

てられていると感じました。 

庄子：図工で、取り組めない子どもにはどの

ような声かけをしながら進んでいったのですか。 

原田：私自身の声かけは、何によってできな

かったのかを探るために、

真横で付き添って「な

に？困っているの？」と

いうふうにしました。 

ただ、周りの子どもた

ちの声かけとしては、実

際に困っているところに

アプローチするのではな

く、頑張っているところを認めてあげて、さら

に「これやってみようよ」という具体的な取組

につながるような声かけをされているのを見ま

した。 

庄子：運動会ではみんなでやればできること

はどんなことでしょうか。 

原田：ダンスだったので、振り付けをそろえ

ること、楽しそうに踊るということを授業の中

で先生方が働きかけていったのだと思います。 

庄子：谷川さん、子どもたちがすこやかに育

っていると感じている様子を教えてください。 

谷川：子どもの、大人では考えつかなかった

言葉とか行動に、先生って素敵な仕事だなと思

うことがたくさんあります。 

すこやかに育っている様子をお話しします。 

３年生国語の教材がきっかけでコマを回す活

動を子どもたちがやりたいと言い始めます。最

初は牛乳パックに色をつけて回して「きれいだ

ね」と言っていました。大人から見ると、これ

が楽しいのかというくらいのコマでした。しか

し、地域の方が「老人会に持ってきて一緒に交

流しませんか」と声をかけてくださり、子ども

たちが出かけて行き、そこで楽しい交流があり

ました。 

 次に子どもたちは街に出かけて行って「交流

できるところはありませんか」と声をかけるよ

うになりました。そうしたら、声をかけてもら

えてコマのショーをやるようになりました。 

 その後の地域交流では、名前や好きな食べ物

を聞いて仲良くなろうとか笑顔になっているか

確かめてこようとか目標をもつようになりまし

た。さらに、コマを回したことのないお年寄り

には、自分たちが回したコマを手に乗せてあげ

ようといったような活動に進んでいきました。 

 いろいろな町内会に行こう、自分たちの出身

幼稚園に行ってみたいといった、私の想像を超

えた活動が拡がっていきました。 

 最後の交流の後に子どもたちの振り返りシー

トでは「地域の人と交流するといいことばかり

で幸せです、頼れる人が増えて笑顔にできるし、

交流して仲良くなれてコママスターになれた、

一年を振り返ってとにかくチャレンジな一年で

した、楽しかったです」とあり、私は「こんな

ことができたみんながすごいね」と書きました。 

子どもたちと一緒に活動することを通して、

地域と関わって、子どもたちを育ててもらった

実践になったと思っています。 

子どもたちは学校だけでなく地域の人と関わ

って育っていくことは大きいと思います。先生

はそれをコーディネートしなくてはなりません

が、発想を変えて、こんなこともできる、こん

なこともできそうとやってみると、面白いなと

思えるので、クリエイティブで素敵な仕事なん

じゃないかなと思っています。 

庄子：横田さん、長い教員時代を振り返った

中で出会ったたくさんの「すこやかに育ってい

る」子どもについてお聞かせください。 



横田：現場から少し離れて

学校を見る機会があって、

最後の５年間は子どもたち

の様子で心配なことが増え

てきました。一番心配なの

は小学校での暴力行為がす

ごく増えていること。いじ

め・不登校も同じです。そ

の時は校長でしたが、校長にできることには限

りがあります。今度はぜひ子どもの近くにいて

仕事をしたいということで今は私立小学校で勤

務しています。１年目は１・２年の学年主任。

去年は３年の担任。やってみたいと思ったこと

は「いいとこさがし」です。子どもは相手のケ

チ付けたくなる所はすぐ見つかりますが、いい

ところはなかなか見つけられません。○○さん

のいいところはないのと聞いても、腹が立って

いるからでしょうか、そういうふうに見る目は

育ちにくい。大事なことだと思って、いいとこ

さがしをすることにしました。 

具体的にはＡ５の紙に、同級生のいいところ

をその人に向けて書く。ランダムに書くと偏る

ので、今週は自分の周りにいる子へ、今週は同

じ係のメンバーへ、行事・運動会・文化祭でが

んばった子へ書くというようにテーマを与えて

書いていく。直接渡すのではなくポストに入れ

る。たまり具合を見て係の子が配りに行く。シ

ンプルな活動ですが、これをやっていくと、子

どもはニコニコしていく。そうだったかなあと

自分のよさに気がついていない子もいるが、悪

い気はしない。もらったものをファイルにつづ

っていく。このような活動を一年間続けました。 

友達の良さに気づきあって仲良くしてほしい

というのもあるが、子ども一人ひとりが自己肯

定感、自分で「なかなかやるじゃないか」「案

外私はこれでいいのかもしれない」というふう

に気づき、次につながってほしい。子どもが相

互にやることで、自分がこのクラスにいてもい

い、自分の良さに気づいてくれる誰かがいる。

クラス全員がまだつながっていないかもしれな

いですが、一人、二人と新しいカードが増えて

いくことで自分の所属感が高まっていくという

ことをねらってやってきました。 

自信のない子の中で今度は私が役をやってみ

ようという子も現れましたし「無理、無理」と

言っていた子もカードを書いた子が「一緒に頑

張ろうよ」というやりとりが実際に見られまし

た。 

庄子：いいとこさがしで子どもの所属意識が

高まるということで、どれくらい続けてやりま

したか。 

横田：学年主任をやっていた時は２クラスだ

ったので、それぞれのクラスの先生に紹介しま

した。それぞれの先生も自分の学級づくりがあ

るので強制はできません。 

自分がクラス担任の時には必ず週に１回はや

るという約束で、何か気づいたことがあれば、

いつでも書いてポストに入れていいのだよ、と

いうことで最低一年間やりました。 

庄子：一年間やったあと日々変わっていった

と思いますが、その変容をお聞かせください。 

横田：トラブルがないわけではありませんが、

相手の悪口や非ばかりを言うのではなくて、自

分はどうだったのかを振り返ることによって自

分を冷静に見る力がついてきました。 

日常の積み重ねの中で何らかのきっかけで、

言い争いになったとき、あの子が全部悪い訳で

はない、嘘をつくような子じゃないと、相手の

良さに気づき直せる、そういう所に戻ってくる

力が高くなったかなと思っています。 

今年は担任をはずれて遠目から見ていますが、

一緒にやった担任がさらに進化させてくれてい

るので、それを見ているところです。 

庄子：友達のいいとこさがしが結局は自分の

良さを見つけるというところに行き着くのかと

思います。 

最後に新田さん、学校現場を離れたところで、

社会の中ですこやかに育っている子どもたちの

話を聞かせてください。 

新田：私が経営するボクシングジムには「キ

ッズクラス」という小学１～６年生向けのクラ

スがあります。週１回または２回、午後５時か

ら６時に、所属するクラスを決めて同じメンバ

ーで練習を行っています。同じ空間には、プロ

選手やサラリーマン、学生、主婦など様々な立

場・年齢の方が練習を行っていて、その中でい

ろいろなことを学んでいきます。 

 27年ほど前にプロ選手を引退し、サンフラン



シスコに移住した際、当時小学校３年生だった

息子が、街の柔道教室へ入門した時のことが今

でも印象に残っています。そこは、老若男女、

様々な立場・年齢の人たちが練習を行い、その

中にはオリンピック選手も混ざっているという

環境でした。子どもたちはそれらの人たちと共

に過ごす中で多くのことを学び、成長していく

姿が見られました。「礼に始まり、礼に終わる」

という武道精神を重んじつつも、決して堅苦し

い雰囲気ではなく、個性を尊重する雰囲気の中

で、私の息子も言葉の通じない異国の地で自信

をつけていくことができました。 

「いつかボクシングジムを開くなら、こんな

場所にしたい」と思って2003年にジムを開設し

ました。老若男女、様々な立場・年齢の人たち

がいて、プロのチャンピオンも厳しい練習をし

ています。子どもたちの中には、入門当時はし

っかりと挨拶ができない者もいます。しかし、

仲間たちや強いプロポクサーらの振る舞いに接

していくうちに、自然と大きな声で挨拶が出来

るようになっていくのです。やがて年下の子ど

もに挨拶をするよう指導するほどの成長を遂げ

ることもしばしば見られます。 

キッズクラスではパンチの打ち合いは行いま

せん。シャドーボクシングやサンドバッグ打ち、 

ミット打ちといったポクシングの基本的トレー

ニングを行います。なかには実戦にチャレンジ

したい子どももおり、エアボクシングやマスボ

クシングという競技にチャレンジする子どもも

います。 

また、Ｕ-15(現ＪＣＬ)という、大きめのグ

ローブとヘッドギア(防具)を付けて、実際にパ

ンチを打ち合う競技も15年以上前から全国大会

が開催されています。 

ボクシングに対する暴力的なイメージは、ま

だまだ否定できない部分もあるかと思いますが、

打ち合いの競技ゆえに、他のスポーツよりもル

ールを重んじ、相手への尊敬の念を醸成させる

競技だと考えています。実際、現在活躍してい

る世界チャンピオンの井上尚弥選手もＵ-15の

出身で、現在は「ドコモ未来フィールド」の活

動を通して、未来を切り開く子どもたちの成長

を応援する活動に取り組んでいます。 

ボクシングであれ、違うスポーツであれ、ま

たスポーツではなく、音楽や芸術であれ、地域

で老若男女、様々な立場・年齢の人たちと共に

活動をすることで、子どもたちは「すこやかに

育っていく」のではないでしょうか。 

オンラインゲームやｅスポーツ、ＡＩなど、

テクノロジーの発展は素晴らしいですが、やは

り地域の人々との触れ合いこそが、「子どもた

ちのすこやかな成長」にとって、大切なことで

あると考えます。 

庄子：コーディネートやる折にいろいろ文書

を読みました。学校・家庭・地域というのは私

が現職の頃にも書かれていたが、今は関係機関、

民間企業、ＮＰＯ等、子どもの成長に関わる全

ての人が、連携協働しながら子どもを育むとい

う文言がありました。昔は、教育は学校だけと

認識されていましたが、新田さんの話を聞くと

民間（ジム）でも子どものすこやかな育ちに関

わっています。いろいろなことを学ぶというの

をもう少し聞かせてほしい。 

新田：今、私は大学院生と

してスポーツウエルネス学

研究科に在籍しています。

担当教授がスポーツ庁で、

学校部活動の地域移行につ

いてのアドバイザーをされ

ています。私たちのような

民間機関と連携することに

よって子どもがすこやかに育っていくことの支

えとなっていくのではと思っています。 

私のジムでは防犯ロードワークを行っていま

す。強いボクサーたちが「防犯パトロール」の

ビブスを着て街を走り、地域の安心・安全に役

に立っています。中学生以上の子どもたちも防

犯パトロールというゼッケンを付けて走ってい

ます。ただボクシングをやればいいということ

ではなく、地域の一員として学んでいくひとつ

の形になっているのではないかと思っています。 

庄子：最後に、シンポジストの話から、すこ

やかに育っている姿が少しずつ見えてきたので

はないかと思います。 

改めて、これからすこやかに育つためにどん

な取組をするか聞かせてください。 

谷川：皆さんの話を聞いて思うことは二つ。

一つは、本当に大変なことも多いのですが、楽



しいことがいっぱいあるの

で、強い信念をもって決し

て諦めることなく、志を高

くもってがんばっていきた

いと思っています。 

もう一つは、仲間を増や

していくことが大切だと思

います。今年はコマではな

くてカルタですが、子どもが乗ってこなくて、

私が悩んでいたときに「絶対大丈夫」と声をか

けてくれる、そういう仲間がいるとそうかなと

思います。若い人たちを育てていくことが大事

と思っていますし、私もそういうふうに育てて

もらいました。こうやったらうまくいくよ、と

一緒に考えてくれる先輩がいたから、そういう

立場になって、取り組んでいきたいと思います。 

私の学校では、こういう子どもたちを育てて

いくために公開授業を行っています。クラスが

いろいろな実践を提案し、ご意見をいただいて、

子どものいいところを多方面から見てもらい、

子どもたちの実践の次の手立てとしています。

来ていただいて、子どもたちが育つということ

を一緒に考えていけたらと思います。 

横田：すこやかに育つということが具体的に

どういうことか考えながら他の方の発表を聞い

ていました。今思えることは「子ども一人ひと

りが夢や希望の実現に向かって、その子らしく

成長すること」と考えたら、その機会を作った

り、やる気に火をつけたり、コーチしたりとい

ったところに力を注ぎたいということです。 

その第一歩は子どもの話を丁寧に聞く。途中

で切り上げてお説教にうつったりすることはや

めて、よく話しを聞いてあげたいなと思ってい

ます。 

原田：今回の話をいただいたときに、すこや

かに育つというのは何だろうとずっと考えてい

ました。答えは見つかっていませんが、すこや

かに育つというのは、成長という言葉に置き換

えると二段階に分けられるのかなと思います。

一つは様々な人と関わるとか、その子に関わる

環境づくりを行うことかなと感じました。 

その上で二段階目は、児童生徒から受け取り、

気づいてあげることが大事なのかと思います。

さらに、このような場に参加して意見を交流す

ることが大事なのだろうなと考えさせられまし

た。 

新田：私のジムではメンタルトレーニングを

採用しています。もちろんトップ選手向けでも

当然あるとは思いますが、実は中学生、高校生

もそのトレーニング・セッションに参加してい

ます。先ほど、いいとこさがしの話が出ました

が、メンタルトレーニングのプログラムの中に

もあり、例えばポジティブシンキングというこ

とで、相手のいいところ、あるいは自分のいい

ところを書き出すことなどで、肯定的な考え方

を常にできるようにトレーニングしていくとい

うようなセッションです。学校現場でもこうし

たことができたということですし民間でもでき

るということなので、さらに学校現場との連携

に努めていきたいと思います。学校は民間との

壁がまあまあ高いというところがあり、たまた

ま私が教育学部出身だということもあって連携

させていただいていますが、それを突破口に、

もっともっと連携していけるように努めていく

ようにしたいと思います。 

庄子：横田さんや原田さんの事例は、子ども

どうしの励ましや共感が、認め合いや子どもの

自信につながって、次に進んでいくというお話。

谷川さんや新田さんは学級、学校の枠を越えて、

日常の共感とはまた違った場での一段大きな達

成感につながっていると思います。そういうと

ころに子どもを投げ込むのも大切なことなのか

なと感じました。特にＮＰＯや民間とも手を組

んでともに協働してやっていきたいと思います。 

さて、このあと休憩後、フロアの皆様と一緒

に子どもがすこやかに育っている様子をざっく

ばらんに話していただきたいと思います。 

意見交換をして、特に学生さんは友松会の先

輩もいるので、そこで交流するという気持ちで、

参加してもらいたい。学生さんもいっぱい悩み

や不安もあると思いますので、そこで出してい

ただいて、先輩・ＯＢ・キャリアから話をして

いただくといいかなと思います。 



【グループディスカッションの様子】 

 

グループディスカッション参加者からのひと言 

◎ 現役の学生さんの声を聞いて、若い人たちと交流をもつことの大切さを感じました。まっすぐな

思いをもっていて素敵だと思いました。現役の教員として、学生さんの悩みに少しでも応えることが

できたなら、今日は、この会に参加してよかったと思いました。教師は大変なことも多いけれど、や

りがいのある仕事です。仲間と励まし合い、これからもせっかくだからこのような会をいただけたら

と思いました。 

◎ 学校というところで、生きる力をつけ、学び合うことができる場であるので、ますますやりがい

をもって取り組んでいきたいと感じました。いろいろな立場の方とこうして意見交換をすることで、

今の子どもたちの未来を考えて進んでいけると思いました。学生の方が実習を通して協働的な学びが

大切だと感じていて頼もしく感じました。自分の今やっていることを再確認できる貴重な機会となり

ました。大変有意義な場で初めて参加しましたが、勇気も湧きとても良かったです。他の方にも来年

勧めたいです。 

 

庄子：最後にこの会に参加しての感想等を、

シンポジストの方、軍司副学部長さんからいた

だきます。 

横田：チャイムが鳴った時「もう終わりなの、

もう少しやりたい」と言ってもらえるような授

業を年に数回は実践したい。子どもが成長して

大人になった時にも夢と希望をもってもらえる

ような身近な存在でありたいと思いました。 

谷川：実践をお話しさせていただいただけで

なく、グループの中でお話を聞かせてもらって

貴重な時間をいただいたと思っています。子ど

もたちに育ててもらっている私が学び続けなけ

ればいけないなと改めて感じました。私自身が

生き生きと授業を行うこと、子どもたちへの声

かけや対話を大事にしたいと思いました。 

新田：教育というのは人類の根幹であると考

えます。人を育てる、人を育む。この教育とい

う人類の一大事業を担う一人として、地域で頑

張っていきたいと思っています。 

原田：話の場の大切さを実感しました。印象

に残ったことは「自分が楽しんでいないと子ど

もを楽しませることができない」ということで

す。「楽しむ」ということを考えていきながら、

学校ボランティアの実践に役立てていきたいと

思いました。 

 

軍司副学部長 

シンポジストの皆様が様々なお立場で率直に

経験を紹介してくださったおかげで、ディスカ

ッションでは活発な交流ができていたと感じま

した。学生の研修を担当する中で、人生の先輩

方に質問したり、意見を述べたりする経験の乏

しさを感じていたところです。今回のグループ

討議を拝見し、職場としての学校でもこうして

立場の違いを超えて意見を自由に交換できると

いう職場の雰囲気を垣間見ることができたので

はないかと思いました。 

今後もこうした場が増えていくことを期待し

ています。本当に豊かな時間をありがとうござ

いました。 

 
閉会の言葉（藤馬 享 副会長） 



  【当日流されたスライドショー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


